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１．基本理念（案） 

 
 

 

障がいのある人もない人も、ともに暮らすまち～あいとぴあ狛江～ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

障がいがあっても、安心して暮らし続けられるまち～あいとぴあ狛江～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

障がいのある人もない人も、ともに暮らし続けられるまち～あいとぴあ狛江～ 

資料５ 

 第５期障害者計画・障害福祉計画 基本理念（案） 

『障害福祉計画及び障児福祉計画に係る基本指針』 

（１）地域における生活の維持及び継続の推進 
・地域生活支援拠点等の整備、基幹相談支援センターの有効活用・設置促進 

（２）精神障害に対応した地域包括ケアシステムの構築 
・精神障害者が地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができる 

（３）就労定着に向けた支援 
・事業所･家族との連絡調整等の支援を行うサービス（就労定着支援）創設、職場定着率を成果目標に 

（４）障害児のサービス提供体制の計画的な構築 
・児童発達支援センターを中心とした地域支援体制の構築、ライフステージに応じた切れ目のない支援と保健、医療、福祉、保育、教

育、就労支援等と連携した支援提供体制の構築 

（５）「地域共生社会の実現」に向けた取組 
・高齢者、障害者、児童等の福祉サービスについて相互に又は一体的に利用しやすくなる仕組みづくり 

・住民団体などによるインフォーマル活動への支援等 

（６）発達障害者支援の一層の充実 
・発達障害者支援地域協議会設置、可能な限り身近な場所で必要な支援を受けられるよう適切な配慮をすることの重要性を盛り込む 

【その他】 

障害を理由とする差別の解消の推進、障害者虐待防止、養護者に対する支援、難病患者への周知、意思決定支援及び成年後見制度の

利用促進、利用者の安全確保に向けた取組や事業所における研修等の充実、情報公表制度による質の向上、障害福祉人材の確保 

 
出典：平成29年１月６日、社会保障審議会障害者部会（第83回） 

『資料2-1障害福祉計画及び障害児福祉計画に係る基本指針の見直し』から抜粋 

 

事務局案２ 事務局案１ 

◆事務局案１に対する障がい小委員会での意見 

・ 「障がい」を取ってしまうと、地域福祉計画の基本理念に似てしまう。 

・ 「あいとぴあ狛江」と「ともに暮らす」は残した方が良い。 

・ 権利擁護の話も含めて障がいの計画だから、「障がい」と入れた方が良いのも分かるし、市民に広く知っていた

だいてともに暮らしていくということで、「障がい」を入れない方が良いというのも分かる。 

◆事務局案２に対する障がい小委員会での意見 

・ 「続けられる」というような継続性のある言葉が良い。 

 

事務局案３ 

事務局案１ 

狛江市第 4期障害者計画・障害福祉計画 

第３次あいとぴあレインボープラン（狛江市地域福祉計画）【基本理念】 

狛江市第３次基本構想 【まちの姿を構成する要素】 

『「我が事・丸ごと」地域共生社会実現本部』の「地域共生社会」→ともに暮らす 

事務局案２ 
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２．基本目標と体系（案） 

基本目標２ 総合的で切れ目のない生活支援システムづくり 

（１）地域における相談支援の充実     〇相談する／住む・ケアを受ける 

基本目標３ 自立と社会参加を進めるシステムづくり 

第５期障害者計画・障害福祉計画の体系（案） 第 4 期障害者計画・障害福祉計画の体系 

基本目標１ 地域生活の基盤づくり 

働く：①公的機関・民間企業における障がい者就労機会の確保 

住む･ケアを受ける：②住まいの確保の支援／③グループホー
ムの充実／④短期入所の充実 

育つ・学ぶ：⑤障がい児放課後等支援の拡大 

基本目標２ 総合的な支援システムづくり 

相談する：①相談支援･地域生活支援拠点の充実（再掲） 

育つ・学ぶ：②児童発達支援の充実 

基本目標３ 自立と社会参加のシステムづくり 

参加する：②障がい者に対する理解･普及啓発 

基本目標４ 安心して暮らせるまちづくり 

住む・ケアを受ける：①福祉避難所の配置の決定 

生活領域ごとの長期目標（将来像） 

☆国の基本指針（赤字は主な見直しポイント、青字はその他の見直しポイント） 
 
(1)相談する：ライフステージに応じて、専門的な相談を継続的に受けることができる。 

☆地域における生活の維持及び継続の推進 

(2)住む･ケアを受ける：地域の中で住まいや居場所を確保し、安心して生活できる。必要な支援を

自ら選択し、必要な量を受けることができる。 

☆地域における生活の維持及び継続の推進／精神障がいに対応した地域包括ケアシステム

の構築／地域共生社会の実現に向けた取組／障がい者虐待の防止、養護者に対する支援

／意思決定支援及び成年後見制度の利用促進／難病患者への一層の周知／情報公表制度

による質の向上／障がい福祉人材の確保／利用者の安全確保に向けた取組や事業所にお

ける研修等の充実 

(3)働く：必要な支援を受けながら、働くことができる。 

☆就労定着に向けた支援 

(4)健康を保つ：生涯にわたって健康的に生活でき、適切な医療的ケアを受けることができる。 

☆障がい児のサービス提供体制の計画的な構築 

(5)育つ･学ぶ：発達の段階に応じた支援を早期から切れ目なく受けることができる。自らの可

能性を広げるための教育が受けられる。 

☆障がい児のサービス提供体制の計画的な構築／発達障害者支援の一層の充実 

(6)参加する：障がいがあることを理由に差別されることなく、合理的配慮により社会に参加す

ることができる。 

☆障害を理由とする差別の解消の推進 

 

 

 

生活領域ごとの長期目標（将来像） ☆国の基本指針 

(1)相談する：いつでも、生活するうえで必要な相談ができる。ライフ

ステージに応じた継続的な相談ができる。 

☆一貫した相談支援体制の構築／相談支援窓口の設置 

(2)住む･ケアを受ける：狛江市で一緒に暮らしたい人と安心して生活で

きる。必要な支援を自ら選択肢、必要な量を利用できる。 

☆避難行動要支援者制度の充実／施設入所者の地域生活移行のため

の整備／地域生活支援拠点の設置 

(3)働く：身近なところで働くことができる。就労に必要な支援を継続

的に受けられる。 

☆一般就労への移行推進のための整備 

(4)健康を保つ：生涯にわたって健康的に生活できる。重度の障がいが

あっても医療支援や必要な医療的ケアを地域生活のあらゆる場面で

利用できる。 

☆家族まるごと支援の視点強化 

(5)育つ･学ぶ：生涯にわたって、自らの可能性を広げるための支援が受

けられる。早期支援体制が整っている。成長段階に応じた継続的な支

援が受けられる。 

☆発達センター(仮称)の創設／教育分野の連携及び発展／障がい児

のスポーツ活動機会の確保 

(6)参加する：障がいがあってもなくても、生涯にわたって、さまざま

な社会参加ができる。 

☆障がい者向けセミナーの開催 

基本目標１ 地域で暮らし続けられる基盤づくり 

基本目標４ 安全に安心して暮らせるまちづくり 
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主に関係する国の動向 

障害者の日常生活及社会生活を
総合的に支援するための法律 

発達障害者支援法の改正 

障害者差別解消法 

災害対策基本法等の一部改正 

障害者差別解消法 

障害者の日常生活及社会生活を
総合的に支援するための法律 

障害者の日常生活及社会生活を
総合的に支援するための法律 

成年後見制度利用促進法 

（２）地域における障害福祉サービスの充実 〇住む・ケアを受ける 

（３）切れ目のない障がい児・者支援の実施 〇相談する／健康を保つ／育つ･学ぶ 
 


